
地域福祉計画改定に伴う区民アンケート調査結果報告について 

社会福祉法に基づく地域福祉計画の策定に際し、来年度改定作業の参考とするため、

区民向けアンケート調査により地域のニーズおよび地域活動の参加意向等の調査を実施

した。 

１．調査の概要 

（１）調査対象 

区内在住の 20～79 歳の方 5,000 人

※年齢、性別、住所などの比率を考慮して抽出

（２）調査期間 

平成 29 年 11 月 13 日～30 日

（３）調査方法 

郵送による配布・回収

（４）回収結果 

有効回収数 1,718 人（白紙無効票 3件含まず） 

有効回収率  34.4％ 

（５）調査結果 

資料「品川区の地域福祉に関するアンケート調査報告書（案）」

２．地域福祉計画への反映 

  本結果により地域活動状況および意向を把握・分析し、計画策定の基礎資料とする。

厚 生 委 員 会 資 料 

平 成 ３ ０ 年 ２ 月 ２ ７ 日 

福 祉 部 福 祉 計 画 課



品川区の地域福祉に関するアンケート調査  

報 告 書（案） 

平成30年２月 

品川区 福祉部 福祉計画課 
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Ⅰ 調査概要 

１．調査の目的 

  だれもが住み慣れた地域で自分らしく暮らし続けることをめざし、平成 20 年に「品川区すべての

人にやさしいまちづくり推進計画」、平成 23 年に「第２期品川区地域福祉計画」を策定し、推進して

きたが、二つの計画を統合し、新たな地域福祉計画として改定するにあたり、区民の生活や地域福祉

への意向を把握し、次期計画に反映させるためにアンケート調査を行うものである。 

２．調査の設計 

調査対象者 満 20 歳以上の品川区民 

調査数 5,000 人 

抽出方法 無作為抽出 

調査方法 郵送調査（郵送配布・郵送回収） 

調査時期 平成 29 年 11 月 

３．調査の内容 

以下の内容で、設問数は属性、補問を含め 22問とした。 

・個人属性（性別、年齢、居住地区など） 

・地域共生社会の実現に向けて 

・バリアフリーやユニバーサルデザインについて 

・地域活動やボランティア活動について 

・意見、提案 

４．回収結果 

調査数 5,000 人 

有効回収数 1,718 人 

有効回収率 34.4％ 

○分析の方法・結果の見方について 

・設問には、１つだけ回答する単一回答と複数回答する設問があり、複数回答設問の表記の割合合

計は 100％を超える。 

・表記の割合は、小数点以下第２位を四捨五入して第１位まで表示しているため、単一回答でも割

合合計が 100％にならない場合がある。 

・設問の中には前問に回答した人だけが回答する設問があり、その場合の回答者数（n）は全体よ

りも少なくなる。 
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Ⅱ 調査結果 

１．対象者の概要 

問１ あなたの性別をお答えください。（１つに○） 

 対象者の性別は「男」が 52.4％、「女」が 46.7％となっている。 

問２ あなたの年齢をお答えください。（１つに○） 

 対象者の年齢は「40～49 歳」が 21.8％と最も高く、次いで「50～59 歳」が 16.1％、「30～39 歳」が

15.7％、「75 歳以上」が 10.3％などとなっている。 

n=1718

男性

52.4%

女性

46.7%

無回答

0.9%

n=1718 20～29歳

7.5%

30～39歳

15.7%

40～49歳

21.8%

50～59歳

16.1%
60～64歳

8.3%

65～69歳

9.9%

70～74歳

9.7%

75歳以上

10.3%

無回答

0.9%
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問３ あなたのお住まいの地区をお答えください。（１つに○） 

                         【居住地区内訳】 

 対象者の居住地区は「品川地区」が 17.4％、「大崎地区」が 18.3％、「大井地区」が 24.9％、「荏原地

区」が 35.4％、「八潮地区」が 3.1％となっている。居住地区内訳は「大井第１」が 14.4％、「大崎第１」

が 11.9％などとなっている。 

問４ あなたの世帯構成は次のどれですか。同一敷地、同一建物の場合は同居としてお答えください。

（１つに○） 

 対象者の世帯構成は「二世代世帯（子と同居）」が 32.9％と最も高く、次いで「ひとり暮らし」が 29.5％、

「一世代世帯（夫婦のみ）」が 25.4％などとなっている。 

n=1718

品川地区

17.4%

大崎地区

18.3%

大井地区

24.9%

荏原地区

35.4%

八潮地区

3.1%

無回答

0.9%

n=1718

ひとり暮らし

29.5%

一世代世帯

（夫婦のみ）

25.4%

二世代世帯

（親と同居）

5.2%

二世代世帯

（子と同居）

32.9%

三世代世帯

2.8%

その他

4.1%
無回答

0.1%

n=1718

荏原第１

荏原第２

荏原第３

荏原第４

荏原第５

八潮

無回答

品川第２

大井第１

大井第３

大井第２

品川第１

大崎第１

大崎第２

8.8

8.6

11.9

6.4

14.4

5.6

4.8

7.6

6.5

8.8

8.3

4.2

3.1

0.9

0% 10% 20%
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問５ あなたの職業をお答えください。（主なもの１つに○） 

 対象者の職業は「会社員」が 41.2％と最も高く、次いで「無職」が 17.6％、「パート・アルバイト・

派遣社員など」が 14.7％、「会社などの役員・自営業」が 11.8％などとなっている。 

問６ あなたの家事、子育て、介護のご経験に最も近いものを選んでください。（項目ごとに１つに○） 

 対象者の家事の経験は「よくしている（していた）」が 59.5％、「ときどきしている（していた）」が

29.6％、合わせた「している（していた）」は 89.1％となっている。子育ての経験は「よくしている（し

ていた）」が 32.4％、「ときどきしている（していた）」が 15.8％、合わせた「している（していた）」

は 48.2％となっている。介護の経験は「よくしている（していた）」が 12.7％、「ときどきしている（し

ていた）」が 16.2％、合わせた「している（していた）」は 28.9％となっている。 

n=1718 会社などの

役員・自営業

11.8%

会社員

41.2%

公務員

2.7%

パート・アルバイト・

派遣社員など

14.7%

専業主婦（夫）

8.6%

学生

0.8%

無職

17.6%

その他

2.4%

無回答

0.3%

n=1718

家事の経験

子育ての経験

介護の経験

0% 20% 40% 60% 80% 100%

よくしている（していた） ときどきしている（していた）

していない（したことがない） 無回答
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２．地域共生社会の実現に向けて 

問７ あなたは、普段生活をする中で、以下のようなことを感じたことがありますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

 普段生活をする中で感じることは「障害のある人に対する偏見」が 27.5％と最も高く、次いで「国籍

による偏見」が 27.0％、「性別により他人から特定の役割を期待される」が 21.4％などとなっている。

一方、「１～５について特に感じたことはない」は 44.9％となっている。 

n=1718

その他

無回答

障害のある人に対する偏見

国籍による偏見

性別により他人から特定の役割を期待され
る

認知症のある人に対する偏見

高齢者に対する偏見

１～５について特に感じたことはない

27.5

27.0

21.4

15.0

13.2

44.9

2.4

4.1

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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問８ あなたは、日常生活で困ったことがあった場合、どのような人や機関に相談しますか。（あては

まるものすべてに○） 

 日常生活で困ったことがあった場合に相談する人や機関は「家族・親類」が 81.5％と最も高く、次い

で「友人・知人・上司・同僚」が 65.0％、「区役所（地域センター、保健所、保健センターなど）」が

21.0％などとなっている。また、「だれにも相談しない（相談できる人はいない）」が 3.3％となってい

る。 

n=1718

無回答

インターネットの相談サイト、ＳＮＳ（LINE、
Twitter、フェイスブックなど）

弁護士、司法書士、成年後見人などの専門
家

近所の人

社会福祉施設（在宅介護支援センターなど）

学校、保育所、幼稚園

町会・自治会

児童相談所

支え愛・ほっとステーション

わからない

だれにも相談しない（相談できる人はいない）

社会福祉協議会（ボランティアセンター、さわ
やかサービスなど）

地区の民生委員・児童委員・人権擁護委員

家族・親類

友人・知人・上司・同僚

区役所（地域センター、保健所、保健センター
など）

警察・交番

その他

81.5

65.0

21.0

14.5

10.7

9.8

8.3

7.1

5.4

3.2

2.8

2.2

0.5

0.3

0.6

3.3

2.2

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問９ あなたは、どのようなときに地域の関わり合いの必要性を感じますか。（あてはまるものすべて

に○） 

 地域の関わり合いの必要性を感じるときは「災害が発生したニュースなどを見聞きしたとき」が

67.8％と最も高く、次いで「高齢者の孤立死や虐待のニュースなどを見聞きしたとき」が 57.3％、「子

どもに関する事件のニュースなどを見聞きしたとき」が 52.4％などとなっている。 

n=1718

地域との関わり合いの必要性を感じたことは
ない

その他

無回答

災害が発生したニュースなどを見聞きしたと
き

高齢者の孤立死や虐待のニュースなどを見
聞きしたとき

子どもに関する事件のニュースなどを見聞き
したとき

近所で手助けが必要な人を見かけたとき

近所でトラブル（空き巣など）が発生したとき

地域の行事に参加したとき

地域ぐるみで防災活動や防犯活動に取り組
んでいることを聞いたとき

隣近所に気軽に相談できる人がいないとき

言葉や文化の違いで、地域に溶け込めない
外国籍の人を見かけたとき

67.8

57.3

52.4

24.7

24.3

21.8

20.0

13.4

11.4

4.3

1.4

1.7

0% 20% 40% 60% 80%
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問 10 日本在住の外国籍の人にとって、暮らしやすい地域にするためには、どのようなことが大事だ

と思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 日本在住の外国籍の人にとって、暮らしやすい地域にするために大事だと思うことは「お互いの文化

を知る機会を増やす」が 50.9％と最も高く、次いで「気軽に相談できる窓口を充実させる」が 48.0％、

「お知らせや情報について外国語版を作成する」が 36.7％、「日本語習得の手伝いをする」が 33.2％な

どとなっている。 

n=1718

その他

無回答

お互いの文化を知る機会を増やす

気軽に相談できる窓口を充実させる

お知らせや情報について外国語版を作成す
る

日本語習得の手伝いをする

地域活動や行事に誘うなど地域との関わりを
深める

言葉がわかるボランティアを増やす

外国語講師など、活躍の場を増やす

50.9

48.0

36.7

33.2

32.9

28.5

18.5

4.1

3.5

0% 20% 40% 60%
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問 11 もしも、あなたの周辺で孤立死や児童、高齢者、障害のある人への虐待などが起こるおそれが

ある状況を知ったら、最初にどのように対応しますか。（あてはまるものすべてに○） 

 周辺で孤立死や虐待などが起こるおそれがある状況を知った場合の最初の対応は「区役所・児童相談

所などの公的機関へ相談する」が 60.4％と最も高く、次いで「警察・交番に相談する」が 59.7％、「家

族や近所の人に相談する」が 28.5％などとなっている。 

n=1718

わからない

その他

無回答

区役所・児童相談所などの公的機関へ相談
する

警察・交番に相談する

家族や近所の人に相談する

町会・自治会の人に相談する

民生委員・児童委員に相談する

直接訪問する

60.4

59.7

28.5

14.0

12.9

3.1

5.2

1.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80%
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問12 あなたの地域で優先的に取り組まなければならない課題はありますか。（５つまでに○） 

 地域で優先的に取り組まなければならない課題は「高齢者世帯の生活支援（声かけや安否確認、買い

物支援など）」が 43.6％と最も高く、次いで「災害が発生した際の安否確認や避難誘導などの防災活動」

が 40.2％、「障害のある人が地域で自立して生活するための支援」が 31.7％、「高齢者の社会参加や生

きがいづくり」が 31.0％などとなっている。 

n=1718

高齢者への虐待防止対策

特にない

その他

無回答

低所得者への支援や仕事に就けない人への
就労支援

生活習慣病予防などの健康づくり

地域で孤立しているなどの社会的孤立者へ
の支援

振り込め詐欺などの消費者被害の防止など
の防犯活動

障害のある人への虐待防止対策

乳幼児期の子育て支援

高齢者世帯の生活支援（声かけや安否確
認、買い物支援など）

災害が発生した際の安否確認や避難誘導な
どの防災活動

障害のある人が地域で自立して生活するた
めの支援

高齢者の社会参加や生きがいづくり

共働き家庭の子育て支援

障害のある人に対する地域の理解、交流の
促進

ひとり親家庭の子育て支援

青少年の健全育成、犯罪や非行の防止

住民同士のつながりづくり

子どもへの虐待防止対策

孤立死の防止

43.6

40.2

31.7

31.0

27.4

24.5

22.5

21.3

21.0

18.7

18.0

17.9

16.4

14.3

12.2

12.2

7.2

6.6

5.9

2.9

2.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%
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３．バリアフリーやユニバーサルデザインについて 

問 13 あなたは、すべての人が暮らしやすいまちづくりを進めるためには、どのようなことを充実し

たら良いと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 すべての人が暮らしやすいまちづくりを進めるために充実したら良いと思うことは「歩道や道路に障

害物（看板や自転車、電柱など）がなく、歩きやすいこと」が 74.3％と最も高く、次いで「公共施設や

病院などのスロープ、エレベーターやエスカレーターの整備」が 71.2％、「大きな文字、絵、複数の言

語を用いただれもが分かりやすい案内標示の設置」が 56.0％、「車いすの人、乳幼児を連れた人などだ

れもが使いやすいトイレの整備」が 55.4％などとなっている。 

n=1718

使いやすいユニバーサルデザイン製品など
が増えること

バリアフリーに配慮された施設などをまとめた
ホームページの整備

その他

無回答

歩道や道路に障害物（看板や自転車、電柱
など）がなく、歩きやすいこと

公共施設や病院などのスロープ、エレベー
ターやエスカレーターの整備

大きな文字、絵、複数の言語を用いただれも
が分かりやすい案内標示の設置

車いすの人、乳幼児を連れた人などだれもが
使いやすいトイレの整備

補助犬と同伴での入室が配慮された店・レス
トランなどが増えること

点字ブロックや視覚障害者用の信号機の整
備

74.3

71.2

56.0

55.4

40.7

37.4

32.0

23.6

4.2

2.6

0% 20% 40% 60% 80%
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問14 心のバリアフリーを進めるために、あなたが日常的に取り組めることはありますか。（あてはま

るものすべてに○） 

 心のバリアフリーを進めるために日常的に取り組めることは「電車やバスで高齢者や妊婦に席を譲る」

が 78.7％と最も高く、次いで「街中で困っている人（高齢者・障害者・妊婦・外国籍の人など）を見か

けたら、声をかける」が 63.9％、「誘導用ブロックの上や案内標示などの前に自転車や荷物を置かない」

が 63.7％などとなっている。 

n=1718

その他

無回答

電車やバスで高齢者や妊婦に席を譲る

街中で困っている人（高齢者・障害者・妊婦・
外国籍の人など）を見かけたら、声をかける

誘導用ブロックの上や案内標示などの前に
自転車や荷物を置かない

車いすやベビーカーを押している人などの階
段や段差の上り下りを手伝う

重い荷物を持っている高齢者などを手伝う

78.7

63.9

63.7

52.8

44.4

2.6

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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４．地域活動やボランティア活動について 

問15 あなたは、地域活動やボランティア活動、お住まいの地域の行事に参加をしていますか。（項目

ごとに１つに○） 

 地域活動やボランティア活動、居住地域の行事への参加について、おまつりや運動会などのレクリエ

ーション活動は「よく活動している（していた）」が 7.7％、「活動したことがある」が 27.4％、合わせ

た「活動している（したことがある）」は 35.1％、町会・自治会の活動は「よく活動している（してい

た）」が 7.2％、「活動したことがある」が 26.0％、合わせた「活動している（したことがある）」は 33.2％、

などとなっている。 

n=1718
0% 20% 40% 60% 80% 100%

よく活動している（していた） 活動したことがある

活動したことはない 無回答
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問15－1 問 15でいずれかの活動に「１．よく活動している（していた）」または「２．活動したこ

とがある」と答えた方におたずねします。あなたが活動する理由は何ですか。（３つまでに○） 

 活動する理由は「自分の所属する学校や職場で活動が行われているため」が 34.5％と最も高く、次い

で「色々な人と交流するため」が 32.6％、「社会貢献や人の役に立つため」が 31.0％、「より良い地域

にするため」が 26.9％などとなっている。 

n=1009

無回答

自分の所属する学校や職場で活動が行われ
ているため

色々な人と交流するため

社会貢献や人の役に立つため

より良い地域にするため

知り合いに誘われたため

自分の生きがいのため

活動自体が楽しいため

自分の経験や技術を活かすため

自分の健康のため

少額でも報酬をもらえるため

その他

34.5

32.6

31.0

26.9

16.7

12.4

11.9

11.4

9.1

1.2

6.9

6.3

0% 10% 20% 30% 40%
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問 15－2 問 15 ですべての活動に「３．活動したことはない」と答えた方におたずねします。あな

たは、今後、活動してみたいと思いますか。（１つに○） 

 今後の活動については「活動してみたい」が 15.9％、「興味はあるが今はできない」が 49.0％、「活

動したくない」が 29.3％となっている。 

n=659 活動して

みたい

15.9%

興味はあるが

今はできない

49.0%

活動

したくない

29.3%

その他

2.6%

無回答

3.2%
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問15－3 問 15－2で「１．活動してみたい」または「２．興味はあるが今はできない」と答えた方

におたずねします。あなたは、どのような環境や条件が整えば活動できると思いますか。（あてはまる

ものすべてに○） 

 どのような環境や条件が整えば活動できると思うかは「自分にあった日時に参加できること」が

67.5％と最も高く、次いで「身近なところに活動の場があること（家で作業できることも含む）」が 43.0％、

「団体や活動内容（場所・日時）に関する情報を簡単に入手できること」が 39.0％などとなっている。 

n=428

無回答

自分にあった日時に参加できること

身近なところに活動の場があること（家で作
業できることも含む）

団体や活動内容（場所・日時）に関する情報
を簡単に入手できること

働き方改革が進み、仕事とプライベートのバ
ランスがとりやすくなること

友人や家族と一緒に参加できること

家族や職場の理解・協力が得られること

既に活動している人からの声かけがあること

子どもの世話や親の介護・介助などに一段落
つくこと

少額でも報酬をもらえること

自分の所属する学校や職場で活動が行われ
ていること

その他

67.5

43.0

39.0

27.8

18.9

17.1

15.2

15.0

12.6

8.4

3.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80%
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問15－4 問 15－2で「３．活動したくない」と答えた方におたずねします。活動したくない理由は

何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 活動したくない理由は「仕事が忙しいため」が 56.0％と最も高く、次いで「興味がないため」が 22.8％、

「健康や体力に不安があるため」が 22.3％などとなっている。 

n=193

その他

無回答

経済的負担があるため

地域の人と関わりたくないため

育児が忙しいため

地域活動などは必要ないと思うため

介護が忙しいため

家族や職場の理解・協力がないため

活動の場所や内容がわからないため

仕事が忙しいため

興味がないため

健康や体力に不安があるため

家事が忙しいため

新しい活動場所に溶け込める自信がないた
め

56.0

22.8

22.3

18.7

16.6

12.4

11.9

8.3

6.2

3.1

2.6

1.6

13.0

1.0

0% 20% 40% 60%
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問16 あなたが近所に住む人のために働きながらでもできることはどのようなことですか。（あてはま

るものすべてに○） 

 近所に住む人のために働きながらでもできることは「高齢者の安否確認（あいさつなど）」が 45.2％

と最も高く、次いで「地域で役立つ情報の収集・提供」が 22.9％、「買い物や薬の受け取り代行」が 16.9％、

「家事手伝い（日常のごみ出し）」が 15.7％などとなっている。 

n=1718

買い物や病院などへの車の送迎

できる支援はない

今は働いていない

その他

無回答

地域（高齢者・子育てなど）サロンへの参加

高齢者の安否確認（あいさつなど）

地域で役立つ情報の収集・提供

買い物や薬の受け取り代行

家事手伝い（日常のごみ出し）

保護者不在時の子どもの遊び相手

45.2

22.9

16.9

15.7

12.3

9.0

4.2

14.3

13.3

3.1

5.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%



19 

問 17 もしも、あなたが地域活動やボランティア活動に参加するとしたら、どのような情報がわかる

と活動に参加しやすいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 地域活動やボランティア活動に参加しやすくなる情報は「日時（曜日、時間帯）」が 58.0％と最も高

く、次いで「単発参加の可否（１日、１時間など）」が 51.6％、「活動テーマ（分野）」が 50.8％、「活

動地区」が 41.9％などとなっている。 

n=1718

無回答

特技や資格の要否

報酬の有無

活動団体の実績

親子での参加の可否

わからない

その他

自宅での作業の可否

日時（曜日、時間帯）

単発参加の可否（１日、１時間など）

活動テーマ（分野）

活動地区

土日のみの参加の可否

58.0

51.6

50.8

41.9

30.4

25.2

19.8

14.5

14.1

10.4

10.2

2.1

6.2

0% 20% 40% 60% 80%
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５．意見、提案 

最後に、地域住民が支え合い、だれもが安心して暮らすことができるまちづくりについてご意見、ご提

案などがありましたら、ご自由にお書きください。 

全 452 件の意見をいただき、主な内容別件数は以下のとおり、「地域の交流について」が 20.6％と最も

高く、次いで「モラルやマナーについて」が 10.2％、「情報提供」が 10.0％などとなっている。 

分野 件数 割合（％） 

地域の交流について 93 20.6%
モラルやマナーについて 46 10.2%
情報提供について 45 10.0%
都市・生活環境（道路・交通）について 39 8.6%
ボランティアについて 38 8.4%
福祉全般について 35 7.7%
行政について 28 6.2%
高齢者支援について 17 3.8%
治安・防犯・防災について 16 3.5%
本アンケートについて 11 2.4%
健康づくりについて 9 2.0%
子育て支援について 9 2.0%
経済的支援について 6 1.3%
偏見（年齢、性別、国籍等）について 3 0.7%
障害者支援について 2 0.4%
その他 55 12.2%


